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数
学
科

　
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
所
に
数
理
的
な
構
造
が
潜
ん
で

い
ま
す
。そ
の
探
求
の
中
で
数
学
は
成
長
し
、現
在
の
姿

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
現
代
数
学
の
基
礎
概
念
を
修
得

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
教
育
を
行
い
ま
す
。
微
積
分

と
行
列
、群
や
位
相
と
い
っ
た
基
本
的
事
項
を
自
分
の
思

考
の
道
具
と
す
る
ま
で
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
、さ
ら
に

特
別
研
究
に
お
け
る
教
員
と
の
真
剣
な
議
論
を
通
し

て
、個
性
を
生
か
し
自
由
に
考
え
る
こ
と
、ア
イ
デ
ィ
ア

を
実
現
す
る
過
程
を
自
ら
歩
む
こ
と
の
悦
び
と
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

【
数
理
構
造
論
】代
数
系
／
表
現
論
／
多
様
体
論
／
位

相
幾
何
学
／
情
報
数
学

【
数
理
解
析
学
】複
素
解
析
学
／
確
率
論
／
応
用
数
学

／
代
数
解
析
学

物
理
学
科

　
自
然
界
を
支
配
す
る
基
本
的
な
法
則
を
物
理
学
の

両
輪
で
あ
る
理
論
と
実
験
の
両
面
か
ら
学
び
ま
す
。一

貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、基
礎
の
古
典
物
理
か
ら

現
代
物
理
に
至
る
専
門
知
識
を
学
び
、最
先
端
の
研
究

を
通
じ
て
論
理
的
な
思
考
力
を
養
い
、そ
の
研
究
方
法

の
修
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
基
礎
物
理
学
】素
粒
子
論
／
原
子
核
理
論
／
宇
宙
物

理
／
数
理
物
理

【
宇
宙
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
】
超
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
宇

宙
粒
子
物
理
学
／
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
／
宇
宙
・
素

粒
子
実
験
物
理
学

【
物
性
物
理
学
】超
低
温
物
理
学
／
光
物
性
物
理
学
／

生
体
・
構
造
物
性
物
理
学
／
素
励
起
物
理
学

物
質
科
学
科

　
既
成
分
野(

物
理
・
化
学
・
生
物)

の
枠
を
越
え
た
分

野
横
断
的
な
視
点
と
方
法
論
で
、物
質
の
理
解
と
新

物
質
の
創
成
を
目
指
し
ま
す
。
新
し
い
量
子
的
物
性

現
象
を
示
す
物
質
を
創
り
出
し
、そ
の
性
質
を
実
験

と
理
論
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、生
体

機
能
を
含
め
た
高
度
に
機
能
制
御
さ
れ
た
分
子
・
物

質
を
設
計
、合
成
し
、そ
の
機
能
を
解
明
し
ま
す
。
21

世
紀
の
物
質
科
学
研
究
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

【
量
子
物
質
科
学
】量
子
物
性
学
／
電
子
物
性
学
／
量

子
機
能
物
質
学

【
機
能
物
質
科
学
】物
質
設
計
学
／
物
質
変
換
学
／
生

体
物
質
学

化
学
科

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
物
を
見
渡
し
て
み
る
と
、

そ
れ
は
全
て
化
学
物
質
で
す
。こ
れ
ら
の
基
本
単
位
で

あ
る
原
子
や
分
子
を
自
由
自
在
に
扱
お
う
と
い
う
の
が

化
学
と
い
う
学
問
で
す
。
国
際
的
か
つ
自
由
な
雰
囲
気

の
下
で
、化
学
の
基
礎
か
ら
、先
端
的
な
化
学（
新
し
い

機
能
を
も
っ
た
超
分
子
の
化
学
、人
工
放
射
光
・
レ
ー

ザ
ー
化
学
、量
子
分
子
素
子
の
開
発
な
ど
）ま
で
を
、幅

広
く
学
び
ま
す
。

【
分
子
有
機
化
学
】生
物
機
能
有
機
化
学
／
合
成
有
機

化
学
／
物
理
有
機
化
学

【
分
子
無
機
化
学
】機
能
合
成
無
機
化
学
／
分
子
認
識

化
学
／
生
物
無
機
化
学

【
分
子
相
関
科
学
】分
子
物
理
化
学
／
レ
ー
ザ
ー
化
学
／

巨
大
分
子
生
命
科
学

生
物
学
科

　
生
物
学
の
大
き
な
目
標
の
ひ
と
つ
は
「
生
命
」の
本
質

の
理
解
に
あ
り
ま
す
。急
速
に
進
展
す
る
分
子
・
細
胞
レ

ベ
ル
の
研
究
に
よ
り
、生
命
を
支
え
る
基
本
的
な
仕
組
み

が
、ま
た
一
方
で
は
、個
体
や
生
態
系
レ
ベ
ル
の
研
究
で
、生

命
が
多
様
性
を
維
持
す
る
仕
組
み
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。生
物
学
科
で
は
、遺
伝
子
や
タ
ン
パ
ク
質
を

対
象
と
し
た
分
子
生
物
学
・
生
化
学
、細
胞
や
器
官
の

分
化
、成
長
、機
能
を
対
象
と
し
た
発
生
学
・
生
理
学
、

動
植
物
の
個
体
や
個
体
群
を
対
象
と
し
た
分
類
学
・
生

態
学
の
広
範
な
分
野
に
つ
い
て
の
教
育
研
究
を
通
し
て
、

生
命
現
象
の
総
合
的
な
理
解
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
生
物
分
子
機
能
学
】代
謝
調
節
機
能
学
／
生
体
低
分

子
機
能
学
／
生
体
高
分
子
機
能
学

【
生
体
機
能
生
物
学
】動
物
機
能
生
物
学
／
植
物
機
能

生
物
学
／
細
胞
機
能
学

【
自
然
誌
機
能
生
物
学
】動
物
機
能
生
態
学
／
植
物
機

能
生
態
学
／
情
報
生
物
学
／
植
物
進
化
適
応
学

地
球
学
科

　
地
殻
を
中
心
と
す
る
固
体
地
球
の
総
合
的
理
解
を

目
指
し
、鉱
物
単
位
か
ら
全
地
球
規
模
ま
で
の
広
範
な

対
象
に
つ
い
て
、基
礎
的
・
応
用
的
な
教
育
研
究
を
し
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
研
究
教
育
活
動
を
通
し
て
、人
類

の
活
動
や
生
存
条
件
と
密
接
に
結
び
つ
く
現
在
の
地
球

環
境
の
把
握
と
未
来
の
予
測
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【
環
境
地
球
学
】
人
類
紀
自
然
学
／
都
市
地
盤
構
造

学
／
地
球
情
報
学

【
地
球
物
質
進
化
学
】
地
球
物
質
学
I
／
地
球
物
質

学
II
／
地
球
史
学

見
え
な
い
も
の
を
見
る
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理
学
研
究
科
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
大
学
院
で
は
最
先
端
の
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
、研
究
室

の
人
達
と
共
に
自
然
界
の
謎
を
解
明
す
る
た
め
に
日
夜

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
教
員
と
大
学
院
生
は
対
等
の
立
場

か
ら
未
知
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
苦
労
の
末
に
見

え
な
い
も
の
が
見
え
て
き
て
、真
理
に
向
か
っ
て
一
歩
前
進

す
る
と
き
、科
学
研
究
な
ら
で
は
の
感
動
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

理
学
研
究
科
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

　
現
代
の
先
端
の
学
問
領
域
の
変
化
に
対
応
し
、ま
た
、

―数物系専攻・物質分子系専攻・生物地球系専攻―

�

#5#6

自
然
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
捉
え
る
6
学
科

大
学
院
修
了
後
の
進
路

　
本
学
の
理
学
研
究
科
は
、全
国
に
さ
き
が
け
て
最
も

早
く
設
置
さ
れ
た
研
究
科
の
一つ
で
、優
れ
た
業
績
を
あ

げ
、次
世
代
に
対
応
で
き
る
幅
広
い
視
野
と
研
究
能
力

を
も
つ
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
10
年
間

を
見
て
も
約
2
2
0
名
が
博
士
号
を
取
得
し
、そ
の
4

割
は
大
学
教
員
と
し
て
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、国
公
立
研
究
所
や
高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
の

教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
加
え
る
と
、6

割
を
超
え
る
者
が
研
究
、教
育
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
民
間
企
業
等
で
活
躍
す
る
卒
業
生
も
多
く
、

そ
の
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
の
社
会
に
広
く
貢
献
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、研
究
科
全
体
の
再
編
を
1
9
9
8
年
4
月
に
行
い

ま
し
た
。そ
の
結
果
、数
学
、物
理
、化
学
、生
物
、地
質

学
の
5
専
攻
が
広
領
域
化
さ
れ
、数
物
系
、物
質
分
子

系
、生
物
地
球
系
の
3
専
攻
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
同

時
に
、数
理
科
学
、先
端
材
料
科
学
、環
境
科
学
の
学
際

的
分
野
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
部
3
回
生
か
ら
前
期
博
士
課
程
に
入
学
で
き
る

「
飛
び
級
」や
、優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
た
大
学
院
生

は
、修
了
年
限
を
1-

2
年
短
縮
し
て
学
位
を
取
得
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、社
会
人
入
試
、推
薦
入
試

な
ど
を
通
し
て
、多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

学
士（
理
学
）�

修
士（
理
学
）�

博
士（
理
学
）�

数 学 科 �

物 質 科 学 科 �

生 物 学 科 �

附 属 植 物 園 �

専 門 科 目�

飛 び 級 �

年 限 短 縮 �

全 学 共 通 教 育 �

物 理 学 科 �

化 学 科 �

地 球 学 科 �

附属宇宙線研究所�

総 合 教 育 科 目�
外 国 語 科 目�

基 礎 教 育 科 目�
健康・スポーツ科目�

数 物 系 専 攻 �

物質分子系専攻�

生物地球系専攻�

�

講 義 科 目 ��

演 習 科 目 ��

前 期 特 別 研 究 �

数 物 系 専 攻 �

物質分子系専攻�

生物地球系専攻�

�

ゼ ミ ナ ー ル ��

後 期 特 別 研 究 �

入
　
学�

1
年�

2
年�

1
年�

2
年�

3
年�

1
年�

2
年�

3
年�

4
年�

修
士
論
文
�

博
士
論
文
�

理学部� 大学院�
前期博士課程�

大学院�
後期博士課程�

（※2）�編 入 学 �（※1）�

※1：3年次への編入学ができます。（一般：数学科、物理学科を除く、社会人：物質科学科、地球学科）※2：成績優秀者は、3年次に大学院を受験することができます。�
※3：成績優秀者は、前期博士課程の在学期間（標準2年）を1年短縮することができます。※4：成績優秀者は、後期博士課程の在学期間（標準3年）を1・2年短縮することができます。 

（※3）� 年 限 短 縮 �（※4）�


